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　Sa】vinorin 　A
，
　a 　ballucinogenic　diterpene，　 was 　isolated倉om 　the　commercial 　leaves　of

Salvia漉v ’norum
，
　and　used 　fbr　the　standard 　to　ana 垂yze　commercial 　salvia　leaves　and 　their

processed　products　by　HPLC −PDA ．　As 　the　analytical　result　of　4　k加ds　of　commercial 　salvia

leaves　purchased　in　the　different　shops ，　it　was 　considered 　that　their　qualities　were 　about 　equal

丘om 　the　silnilar 　HPLC 　chromatogram 　pattems　and 　the　contents 　of　salvinorin 　A，　about 　O．3％，

On　the　other 　hand
，
　the　qualities　of 　the　botanical　uncontrolled 　drugs　called

‘‘Concentrated

Salvia” varied 　in　the　chromatograms 　with 　the　saMnorin 　A 　content ，　especially 　the　indicated

magnifications 　on 　the　products　which 　might 　or 　might 　not 　relate　to　salvjnorin 　A　content ．

Therefore
，
　in　 the　 case 　 of 　

“Concelltrated　 Salvia”，　it　was 　presumed　that　the　hallucinogenic

effect　caused 　by　salv血orin　A 　and 　other 　salvinorins 　will　be　much 　different　for　each 　product。

Keywords ：Satvia　divinorum，　salvinorin 　A ，　contents ，　HPLC −PDA
，
　botanical　uncontrolled

drug，　commercial 　salvia 　leaves
，
　Concentrated　Salvia

，
　hal互ucinogen

　サル ビ ア は，700 種類以上 と も 900 種類以上 ともい われ

る ほ ど多 くの 種類 が あ り，全 世 界 に 分布 して い る シ ソ 科植

物で あ る，そ の 中で ，古 くか らメ キ シ コ イ ン ディ ア ン の シ

ャ
ー

マ ン の 間 で 儀式や病気治療 の 目 的に 使 われ て きた

Satvia　divinorumに は，　 salyinorin 　A （SA）を は じ め とす る催幻

覚作用 成分 が 含有 され て い る と い わ れ
1・2），近年，イ ン タ

ー

ネ ッ トや店頭 を介 し，植物系 ドラ ッ グ と して 多数出回 る よ

うに な っ て きた．商品 と し て は，サ ル ビ ア 葉あ る い は様 々

な 倍数が 記載 され た濃縮 サル ビア な どの 関連製 品 が販 売 さ

れ て お り，ネ ッ ト上 で はサ ル ビ ア だ け を専 門 に扱 うサ イ ト

も出 現 す るな ど，今やサ ル ビ ア は植物系 ドラ ッ グの 中で も

人 気商品 の 1 つ と なっ て い る．販 売 に 当た っ て は ，観賞用

ある い は お 香と称 し，人体 へ の 使用を目的 と し て い ない こ

とを 大 方 の 販 売者 が謳 っ て い る が，パ イ プ を 同 時販 売 して

い る場 合 が多く ， 喫煙 を想定 し て い る こ と は明 らか で ある．

しか し，SA は メス カ リン に 匹敵す る作用 が ある
コ）ともい わ

れ ， そ の 催 幻覚作用 は 200〜500yg とい う僅少量 の 吸入 で

発現する と され て い る
2），ま た近年は，そ の 作用 発現 の メ

カ ニ ズ ム と して ，SA が K一オ ピオ イ ド受容体に対 し，選 択

的な ア ゴ ニ ス トと し て 働 く こ とも明 らか に され て きて い る

4’6）．

　 サ ル ビ ア を誰 で もが 容易に購入 す る こ とが で き，それ が

若者 の 間 で流行 っ て い る 現 実 と，そ の 強力 な催 幻覚作用 と

を 考 え る と，心 身の 健 康被害の 発 生 が 強 く懸 念され る．そ

こ で 今回，都内に流通 す るサル ビ ア 葉及 び そ の 関連製晶を

入 手 し，こ れ ら に つ い て SA の 含有実態 を把握する と と も

に，その 結果 か ら作用の 発現につ い て 考察を加える こ とと

し た．

（1）
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　　　　　　　　　　　実験方法

1，　 市販サ ル ビア 葉中の 作用成分 の 単離精製

　市販 サル ビ ア 葉 258g を粉末 と し
，

メ タ ノール 2L を加 え

て
一

晩静置 し，抽出 し た，ろ過後，残渣 に メ タ ノ
ール 2L

を加 え，同様 の 操作をさらに 3回繰 り返 した 後 ， 全抽 出液

を 合 し て 減圧 濃縮 し，メ タ ノ
ー

ル 抽出物 を得 た．こ れ をセ

ライ トで 処理 し，ヘ キ サ ン，ク ロ ロ ホル ム
， アセ トン お よ

び メ タ ノ
ー

ル の 各画 分に 分けた ，ヘ キサ ン 画 分 に つ い て シ

リカ ゲル カ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

を行い ，ヘ キ サ ン ：酢

酸 エ チル （111 ）で 溶出され る画 分 を合 した．次 い で ，
こ

れをセ フ ァ デ ッ ク ス カ ラム （4 ．2i，d、× 19cm）に通 導 し，80％

エ タ ノ
ー

ル で 分画を行っ た ．最初の 約 150mL を除 い た 画 分

を ま とめて 濃縮 し た 後，分取 HPLC にか け，40回 に分 けて

分取を繰 り返 し 行い ，白色針状晶の Comp．1を得 た （Fig．1），

　 な お，分取 HPLC 条件 は，以 下 の 通 りで あ る．

カ ラ ム ；L・cofUrnn 　ODS，20i．d．x250mm ， 5pm ， カ ラ ム 温 度 ；

室 温，移動相 ；ア セ トニ ト リル ： 水 （1 ：1），流速 ；IOml．／min ，

検出波長 ；208nm ，注入 量 ；2mL ，分取時間 ；185− 2L3min，

分 取 サ イ ク ル ；30min．

2．　 市販品の SA 含量調査

　試 料 ： サ ル ビ ア 葉 4 種，サル ビ ア 葉関連 製品　9種 （5

倍濃縮サ ル ビア ，10倍濃縮サル ビ ア ，15 倍濃縮サ ル ビア，

20 倍濃縮サ ル ビ ア ）．い ずれも，都内の 輸入 雑貨店 ， ア ダ

ル トシ ョ ッ プ等で 販 売 され て い た もの ．

試料 溶液の 調製 ：粉末 と した 試料を，サル ビ ア 葉は 約 500mg，

Powder　of 　Salvia　Leaves（258g）

　　　　卜… H （… L）・ 4

　 MeOH 　Extract（39g）

　 　 　 　 　 Celite

n・Hexane　Fr．　 ChlDro偽   Fr，　 Acetone 　Fr．　 MeOH 　Fr．
　（129）

濃縮サル ビ ア は約 200mg 正 確 に 量 り，酢酸エ チ ル を約

30mL 加 え，60分間超音波抽出後，遠沈 し，ろ 過 した ．

残 渣 を酢酸エ チ ル で 十分 に 洗浄，洗液をろ液 に 合 し，減圧

下濃 縮 乾 固後，残 留物 に メ タ ノ
ー

ル を正 確に 5mL 加 えて 溶

か し，O、45pm フ ィル タ を通 した、

標 準溶 液 の 調 製 ： サ ル ビ ア 葉か ら単離精製 し て 得 た SA を

標準品 と し，これ を正 確 に約 5mg 量 り，メ ス フ ラス コ を用

い メ タ ノ
ー

ル で 正確 に 50mL と した．

　分析 方 法 ：HPLC −Photo　Diode　Array （PDA ＞を用い た．　SA

は，保持 時 問及び UV ス ペ ク トル に よ り確認を行い ，ピー

ク 高 さ法 で 定 量 した．さ らに，ク ロ マ トグ ラ ム の パ ター
ン

分析 を行い ，各試 料 の 含有成分の 違 い につ い て 考察 した．

　 なお，HPLC 条件 は 以 下の 通 りで あ る ．

カ ラ ム ；TSKgel　ODS −80Ts，4．6i．d．× 150mm ，5pm ，カ ラム

温 度 ；40℃，移動 相 ；水 ：ア セ トニ トリル （70：30）（Omin）→ （20 ：

80）（30→ 34min），流速 ；lmLtmin，取込波長 ；200・400nm ，

検出 波 長 ；208nm ，注入 量 ；10pL．

　　　　　　　　　　　 結　果

1．　 SA の 単離精製

　単離精製 し た （三〇mp ．1 に つ い て ，各種機器デ
ー

タ を も と

に 構造解析を行 い，以 下に 示すデ
ー

タと文献値
U ）

とを比

較 した結果 ，こ れ を SA と同定 した （HPLC 純度　98．8％）

（Fig．2）．

　mp 　237 −239D（rcf．242・244
°1），238−240

°4）
），［a］D

−43．6°（c［：

O．370，CHC13）（ref．・45，3°，　 c
−・8．53 ，　 CHC13i），−41°，　 c＝1，

CHC 』
4）
）．　UV （McOH ）211nm （ε 5400），　TOF −MS 融 ：433．1872

［M ＋H］
“

； Calcd．for　 C23H2gOs： 433．1862，　 EI−MS （70eV）

mfz ：432（M
＋

，2．6％ ），273（7．4），166（6．3），121（12．9），108（6，3），

107（9．6），　　95（21，3），　94（100），　93（13，6），　91（13．7），　81（7．7），

79（6．6），55（5，8ズ H −NMR （500MHz ，　CDCI3）δ ： 7．41（田 ，　m 、

H−16），7，39（IH，　m ，H ・15），6．38（IH，m ，　H−14），5．53（IH，　d¢ ．J ！＝

Si　gel　60 （1   一210　yn ）

n−Hexane−AcOEt （1：1）

Sephadex　LH −20
80％EtOHL

−column 　ODS ，20i．d、× 250　mm ，5岬
MeCN ・H20 （1 ：1）

Com ．l　 l8m

AcO
砺「

3

　 二　　 ； 19
18

；

CO2Mc

　 15

0

Fig，1．　Extraction　and　lsetation　ofComp ．1 Fig．2．　 Chemical　StructUre　of 　Salvinorin　A

（2）
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1

皿

11．7，5．2H4 　H−12），5．15（IH，　dd，　．klO ．5，9．6Hz，　H ・2），3，73（3H，　s，

CO2CHs）．2．76（1珪 叫 H −4）．2．51（1艮 dd，　」＝13．6，5．2Hz』He・11），

2．31（2H，　m ，　H −3），2．18（IH，　bs，　H −IO），　2．17（3H，　s，　OCOCH3 ），

2．15（IH ，　m ，　Ha・6），2．08（IH，　dd，み 11．5，2．9Hz，　H ・8），　L80（IH

ddd
，
　f13 ．0，3．1，2．7Hz，　He−6），　L63 （lH ，　m ，　H ゴ

ll），158 （2H，　m ，

H −7），1．45（3H，　s，　H −20），　L　l2（3H，　s，　H −19），
13C −NMR （125MHz ，

CI）C』）δ：202．0（C−1），　17L5（C−180r　17），17Li（C−180r 亘7），

169．9（OgOCH3 ），143．7（C・15），139．4（C−16），125．2（C−13），

108．4（C−14）， 75．0（C−2），72．0（C−12），64．0（C−10）．53．6（C−4），

51．9（CO2LCH3），51．4（C−8），43．4（C−11），42．1（C−5），38．1（C−6），

35．4（C・9），30．8（C−3），20．5（OCO⊆H3），18．1（C−7），16．4（C−19），

15．2（C−20）．な お， He・11の カ ッ プ リン グ 定数 につ い て
，

Leanderら
1｝は 2．5Hz と報告 して い る が，実測の 結果 は 5．2Hz

で あ っ た．

2。　 市販 品 の SA 含 量 調 査

　SA の 含量 調査 を行 うに あた り，各種溶媒 に よ る抽出効

率 を検討 した とこ ろ，ヘ キサ ン を 除き．メ タ ノ
ー

ル ，酢酸

エ チ ル ，ク ロ ロ ホ ル ム ，アセ トン，ジエ チル エ
ー

テ ル で 大

き な違 い は 認 め られ な か っ た．ま た ，6 回 繰 り返 し 分析 の

結果，ば らつ きが小 さ い （CV 　LI ％） こ とか ら，分析 回数

は 1回 と した．

　都内 の 異な る 4店舗 で 購入 したサ ル ビ ア 葉 4種 は，包装

や 内容 量 は い ず れ も異 な る もの で あ っ た が，Table　1 に 示 す

よ うに，ほ ぼ同 等 量 の SA を 含有 して い た ．さらに，

HPLC −PDA に よる ク ロ マ トグ ラ ム の パ ター
ン 分析 に お い

て も，ほ とん ど差異は 認 め られなか っ た （Fig．3＞．

Table　1．Contents　of 　Salvinorin　A 　in　Commercial　Salvia　Leaves

ShOP Location Salvinorin　A （％）

Ueno
A 0．38

（上野 ）

Shibuya
B 0．26

（渋 谷 ）

Shimokitazawa
C 0，37

（下北沢）

Shimokitazawa
D 0．38

（下 北沢 ）

Table2 ，Contents　of 　SalvinorjnA血 the　Processed　Products
C詛且ed

‘
℃oncentrated 　Salvia”

「
一 一 ’．

・i
＿ ＿ 己＿ “1．．．．．源 試

コ

ー

聖

w

返＿ ⊥ ． ＿ − L ⊥ 屠

1
〆

0　 　　 　　 　 　5　　 　　 　 　 10　 　 　　 　　 匸5 ！o
　　　　　　　　　　　1
2i　　　　　　　 ］0　　　　　　　 3fi　　　　　　 司o皿皿

Fig．3．　UV 　Spectra　and 　HPLC 　Chromatograms　of 　Commercial

　　　　 Salvia　Leaves　Purchased　in　the　Different　Shops

　　　　　1　：salvinorin　A

　　　　　I ：shop 　A
，　皿 ： shop 　B ，皿 ： shop 　C，　N ；shop 　D

ShOP Locatlon
　 Indicated

Magni負cationSalv

血orin

　A （％）

x10 1．6
E

Roppongi

（六 本 木 ）
×20 3．9

C
x5 0．7Shimokitazawa

　（下 北 沢 ）
× 10 1．6

x5 0，9

× 10 0，5

D
Shimokitazawa

　 （下 北 沢）

xI5 0，7

x20

0．6

0，04

（3）
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　濃縮サ ル ビ ア は，そ れ ぞれ の 店舗 で 異 な る濃縮倍率の も

の が
一

連 の 製品 と し て販 売され て お り，ラベ ル 等 の 外 観 も

店舗ごと に異 な る もの で あ っ た．

　濃縮サ ル ビ ア の SA 含量 を Table　2 に 示 した．店舗 C と店

舗 E に共 通 す る 1  倍 濃 縮 サル ビ ア は同値 を示 し，両 店 舗

の 製品 は，とも に表 示 倍率 と SA 含 量 に相 関 が認 め られ た，

しか し，ク ロ マ トグ ラ ム につ い て 見 る と，店 舗 E の 製 晶 は

サ ル ビア 葉 と類似 した パ ターン を示 し，検 出 され る ピーク

は，全 て そ の 強度が倍 率 に対 応 し てい た （Fig．4）．一
方 ，

店舗 C の 製品 は，SA が主 ピーク で，他 にはサ ル ビ ア葉由

来 と思 われ る ピークが わ ずか に認 め られ る程 度 の ク ロ マ ト

グラ ム （Fig．5）を示 し，表示 倍率 に応 じて 強度が変化 した

ピーク は SA の み で あ っ た．店 舗 D の 製品 は ， ク ロ マ トグ

ラ ム が店 舗 C と同様 にサ ル ビア 葉 に よ く類 似 して い た （Fi9，

A

」
　
　
　
　
　

生

6），しか し，SA 含量 と濃縮倍率の 間には 相関が 全く見 ら

れ ず，共存す る他成分由来の ピ
ー

ク の 強度 も濃縮倍率 に 対

応す る傾向は認 め られなか っ た．さらに，時期を違 えて 購

入 した 20倍 濃縮サル ビ ア 2製品 は，SA 含量 に 15倍もの

開 きが あ り，ク ロ マ トグ ラム の パ タ
ー

ン も大 きく異 な っ て

い た．

　　　　　　　　　 考察及 び 結 論

　市販 の サル ビア 葉か ら抽出 した SA を標準品 と して ，都

内の 店舗 で 購入 した サ ル ビ ア 葉お よび そ の 関連 製品 に 含有

され る SA を定量 した ，

　サ ル ビ ア 葉 は 4 種 に つ い て 分析 を行 っ た が，い ず れ も

0．3％前後 とほ ぼ一
定の 値で あっ た．サ ル ビ ア葉 の 使 用 量 は

必 ず し も明記 され て い るわけで なく，記載され て い て も商

品 に よ っ て 異 な り，「1 鑑 賞分」 0．3〜2g と幅 がか な り大 き

い ．仮に 使用量を O．3〜2g個 と して ，得 られ た 定量 値 を も

とに 1 回 当た りの SA 含量を試算 し た と こ ろ 900〜6，000pg

と な り，催幻覚作用を発現する と され る 200〜500paf）を大

幅 に 上 回 る値 となっ た，

　さらに 濃縮サル ビア につ い て は，濃縮倍率 が 多種 類 で ，

そ れ ぞ れ に 使用 量 が様 々 で あ る た め に ，1回 当 た りの 個 々
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Fig．　4．　HPLC 　Chromatograms 　of
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℃ oncentrated 　Salvia”’
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の SA 含量 を類推する こ とは サ ル ビ ア 葉 よ り も困難で あ っ

た．そ こ で ，濃縮サル ビ ア の 使用最の 代表的な値 を O．05〜

0．1g！回 と して ，同様 の 試算 を 行 っ た 結果，他 と比 較 し て

0．04％ と極端 に低含量 で あっ た 製品が，催幻覚作用を発現

す る 量 とほ ぼ 岡 等の 250〜500pg1回 と計算 され た．従っ て ，

その 他の 製品は 計算す る まで もなく作用 発現量 を大 きく上

回 る 値 に な り，最高値 の 3．9％ を 示 し た 製 品 は 1，95e〜

3，900μg となっ た．

　また，HPLC ク ロ マ トグ ラム に っ い て パ タ
ー

ン分析を行

っ た と こ ろ，濃縮サ ル ビ ア と称する製 品 に は ，SA の 粗抽

出物を製品 と し た もの とサル ビ ア 抽出物を製品とし た もの

とが あ る こ とが 明 らか とな っ た．サル ビ ア に は SA の ほ か

に も関連す る催幻 覚作用成分が存在す る こ とが知 られ て い

る
3・8）．こ の こ とか ら，SA 含 量 が 同等 で あ っ て も，含有 さ

れ る成分 とそれ らの 含量 が 異な る製 晶 間で は，発現 す る作

用 に 差 異が あ る こ とが 容易に 推察 され る ．今後は ，さ らに

他 の 催幻 覚作用 成分に つ い て も単離精製 を進 め，催幻覚作

用 成分 の 総量 か ら製品 を評価 し て い く必要が ある と考 えて

い る ．

　 サル ビ ア葉や 濃縮サ ル ビ ア を 喫煙 した場合の 含有成分の

体内移 行 率 が明 らか で な い た め，成分 含量 だ け で 作 用 の 発

現 につ い て評価す る こ とは 早計 と考 え る，しか し，作用 発

現 量 に対 して 桁 違い に SA 含量 が高 い こ と，濃 縮サ ル ビア

の 品質 が
一

定で な い こ と ， 表示 倍率 が 必 ず し も実 際の 含量

を反 映 し て い ない こ と，使用 量 の 表記 が 不確 か で あ る こ と

な どを考 え合わ せ る と．不用意な使用に よっ て 強い 幻覚作

用 が 引き起 こ され，ア メ リカ で の 事故例な ど
9・　 10）に 見 られ

る よ うな不慮の 事故 に発展す る危険性 は 高い と思われ る．
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